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2022年7月23日（土）午後、センターではオンラインセミナー

「記録される生と死―アーカイブズと『名前』をめぐるディスカッ

ション」を開催しました。企画のきっかけとなったのは、センター

のような機関で資料を利用者の閲覧に供する際、資料に書かれてい

る人々の「名前」をそのままにしてよいか、黒塗りするなどの措置

を講じるべきか、判断に悩む場合があることです。

その問題について考え直すきっかけを与

えてくれたのが、ポルトガルの作家ジョ

ゼ・サラマーゴの『あらゆる名前』（彩流社、

2001年）です。このとても不思議な雰囲

気を持つ小説の主人公は、どこかの国のど

こかの都市の「戸籍管理局」で働くジョゼ

氏。生者と死者に関する膨大な書類をきっ

ちり分けて管理しているこの局の、死者用

書庫に隣接する職員用住居にひとり住む

ジョゼ氏は、ひょんなことから迷路のような死者用書庫に保存され

ていたある無名の（ほんとうに名前がないわけでなく、「有名では

ない」という意味です）女性の帳票を手にします。その日から彼は、

その女性の生について知りたいという情熱に駆られ、調査のため、

平凡な官吏にはあり得ないほど無謀な行動を取るようになります。

そのかいあって無名の女性はジョゼ氏の心の中で少しずつ生きた像

を結んでいき、ジョゼ氏もまた、行動することを通して自らの「生」

を実感することになります。物語後半になって、女性は自殺してい

たことが判明するのですが、意外なことに、強大な権力を持つ戸籍

管理局長が、死者と生者の情報を分けずに保管するという新しい方

針を打ち出し、「忘れようとする意志が決定的な死をもたらすよう

に、憶えていようとすれば人はいつまでも生きながらえる」と職員

に語ります。そして最後の場面で局長は、女性の帳票をひそかに生

者の側に戻しておくことをジョゼ氏に助言するのです。人が生きる

とは、死者とともに生きることでもある。そのことが心に沁み入っ

てくるような小説です。ご興味のある方はぜひ読んでみてください。

さて、市民運動の当事者は、ほとんどの人がそれほど「有名」な

わけではありません。例えば「山田さんは70年代、ダム建設反対

運動をしていた」ことがわかる情報が、70年代に建設予定地域で

配布されていたビラやミニコミに書かれていたとしても、それは毎

晩7時の全国ニュースに登場する人の知られ方とは違います。また

2022年の山田さんは、もう過去のことは知られたくないかもしれ

ません。個人情報の保護に関する様々な制度も、基本的には本人の

同意を利用の条件としていますし、とくに現在は、運動当事者や人

権侵害の被害者がネット上などで攻撃されがちなこともあって、い

ろいろな面で慎重にならざるをえません。しかし、今の日本ではあ

まり語られないことですが、個人情報を保護する制度は、個人に関

する情報を守ることを通して個人の人格を尊重するだけではなく、

誰もが安心して自由に発言・行動することができる民主的な社会を

守ってもいるのです。

センター所蔵資料は、市民が自ら声を上げ、様々な社会課題に取

り組んだ記録であり、いわば自由で民主的な社会の共有財産です。

様々な方がセンターに資料を託してくださったのも、今を生きる、

あるいは将来生まれてくる市民に活用してもらうためです。ただ、

寄贈された資料に含まれているのは寄贈者の情報だけではないた

め、自分に関する情報が含まれた資料群がセンターに寄贈されたこ

とを全く知らない人の情報を閲覧に供する場合、その人は同意して

くれるだろうか？と考えざるを得ません。実際に同意を得るのは非

常に困難な場合も多いため、名前の部分を黒塗りする道を選んでい

る館もあります。

ジョゼ氏が、社会的には無名だけれども固有の名前を持つ女性の

姿を思い描き、心に刻んだように、名前は人を記憶し続けるよすが

となります。ビラに書き込まれた名前が「■■■■（〇〇ダム建設

反対同盟）」になってしまうと、ビラのメッセージもどこか弱まって、

読んでも身が入らなくなるように思えます。そもそも市民の記録に

書かれたどんな情報が共有可能かについて、本人の意思ならともか

く「法律で決まっているから」こうだ、というのでは先輩市民に「思

考停止！」と批判されてしまいそうです。市民の記録に刻まれた人々

の名前を市民社会が共有する方法―それを今、みんなで考え、み

んなで決めていくことはできないものなのでしょうか。

そんなことを含めて議論を交わしたセミナーについて、スピー

カーの山本唯人さん（法政大学）、ディスカッサントの相川陽一さ

ん（長野大学）、そして参加者の阿部伊作さん（東京基督教大学）

がそれぞれに文章を寄せてくださいました。ぜひ、ご一読ください。

そして、できればメール（kyousei@rikkyo.ac.jp）やお電話(03-

3985-4457)などで、みなさんのお考えもお聞かせください。

平野 泉（立教大学共生社会研究センター・アーキビスト）

人びとの「名前」について考える
─記録すること、記憶すること

オンラインで対話する山本唯人さんと相川陽一さん



１　誰が決めるのか？―「名前を公開する活動」から名前の意味を考える
個人情報保護法は、第1条でその目的を「個人情報の有用性に配慮しつつ、個人の権利利益を保護すること」としています。確かにインター
ネット社会のなかで、無際限な個人情報の収集・利用は、個人の人格や自由な活動を阻害する危険性を持つでしょう。しかし、同時に個人
情報が秘匿されすぎることもまた、回り回って個人の権利利益を阻害することにはつながらないでしょうか？
社会問題の現実は、権力にとって都合の悪い被害、それも個人の状況を把握し、それを積み上げていくことによってしか明らかにならな
い事実や社会的要因に満ちています。そのような場合、個人情報の公表を一律に規制することは、それ自体が被害の実態を覆い隠し、引い
ては被害を受けた個人の尊厳、あるいはそこから学ぶ自由という個人の権利を阻害することもありえます。
したがって、市民活動の現場では、個人の状況を明らかにすることによって守られる尊厳と、それによって生まれてしまうかもしれない
差別や反作用的な抑圧を調整する営みを、長い時間をかけて積み重ねてきました。もしそうだとするなら、市民活動資料を運用するルール
自体もまた、法解釈にアクセスできる専門家・官僚機構の見解にゆだねるだけなく、市民活動の現場から、様々な権利を民主的に調整して
きた歴史と実績に根差して、定義されるべきではないでしょうか。
以下、そうした視点から、東京空襲犠牲者の名前を公開する活動を紹介します。

２　東京空襲「せめて名前だけでも」公開プロジェクト
アジア太平洋戦争において、東京都の地域はアメリカ軍による約100回の空襲を受けました。特に1945年3月10日の東京大空襲では、
犠牲者約10万人という膨大な犠牲者を出しました。しかし、民間人の空襲被害者は、1952年、戦傷病者戦没者遺族等援護法以降の軍人・
軍属を対象にした援護体制のなかで、その対象から排除されてきました。さらに、1957年の原爆医療法、1959年の沖縄戦民間人死没者
への援護法適用拡大など、1950年代後半に始まる民間人への援護施策の拡大からも漏れています。
法律の支えがないため、空襲犠牲者を特定する国の名簿はなく、東京都には公立の博物館もありません。慰霊施設の東京都慰霊堂は、関
東大震災と合同のものです。
こうした状況を打開するため、1998年、東京空襲犠牲者氏名の記録を求める会（以下、求める会）が設立され、民間ベースで氏名記録
運動が進められてきました。遺族などから独自に集めた名簿は約1万人分に達し、2001年に設立された東京空襲犠牲者遺族会（以下、遺族会）
に引き継がれています。
求める会などの要望を受けて、東京都は1999年から遺族の申告による「東京空襲犠牲者名簿」の作成を始めました。しかし、その名簿は、
目的外の利用に当たるという理由で、一般には非公開となっています。
そこで、2020年10月、遺族会と市民グループの和・ピースリングが呼びかけ団体となり、「東京空襲「せめて名前だけでも」公開プロジェ
クト」が設立されました。
プロジェクトでは、趣意書で、①亡くなった個人の追悼、②事実の検証、③戦争を繰り返さないための学びに生かすという3つの趣旨を
定め、遺族会名簿全体の独自公開を目指しています。
一方、当面の間、名簿は「届出遺族などの承諾のもとに公開する」（趣意書）とし、プロジェクトの一存で一挙に公開することは避けま
した。毎年3月の空襲記念日前後に「名前の展示」を軸にした集会を開き、新たな公開を重ねると共に、名前公開遺族を招いてお話を聞き
ます。講演会を企画して、マスコミの報道やシベリア抑留などのほかの戦争犠牲者の取り組みにも学んでいます。公開に当たっては、アン
ケートで遺族から承諾書を取り、公開不承諾の場合は犠牲者名を公開しません。2020年からは、アンケートに加えて電話かけを行い、遺
族と直接会話する取り組みも始めました。「名前の展示」で公開した名前を、年一回、冊子に印刷して刊行します。
公開の意思確認、その意義をめぐる関係者との対話をていねいに積み重ねている
点が、このプロジェクトの特徴と言えます。

３　今後の課題
課題としては、法律的な知識の不足、不承諾遺族との対話による懸念の除去、公
開の意義と方法への社会的共通了解の形成、名簿の根拠となる文書の保存・活用な
どがあります。
特に不承諾遺族との対話は、やがて一般公開に進んだときの懸念点の把握にもつ
ながる重要なプロセスです。この地道な把握と現場での対処、公的施策の実施がか
み合ったときに、犠牲者名簿の公開は進んでいく可能性があると思っています。
根拠となる文書の保存・活用の確保はアーカイブズと交差する課題です。市民活
動資料の現場からの公開ルールの成熟が強く求められています。

＊プロジェクトについては、以下の公式ウエブサイトをご覧ください。
　東京空襲「せめて名前だけでも」公開プロジェクト　ttps://note.com/meetingnames

「記録される生と死」セミナー（Zoom）に参加しました。同会は昨年の「アーカイブズへのアクセス」に関するセミナーの続編として開
催されたものです。参加者は20名ほど。有意義な報告と議論がなされました。以下、発題とディスカッションのなかで心に残った論点や
感想を記したいと思います。
冒頭、主催者平野泉氏から問いかけがなされ、それを受けて、山本唯人氏による活動報告、相川陽一氏の応答、参加者からの質問と回答、
最後に三者によるディスカッションの流れで進められました。
まず、平野氏は、ドイツ連邦憲法裁判所の「自己情報決定権」（1983年）から、個人情報は当人だけの帰属ではなく、社会的共同体の中で、
公私の利益衡量の視点を有する事、人権の尊重と民主的な社会を作る上で、過剰な個人情報の保護についての疑問点を述べられました。法
制面で、ドイツと日本を比較し、個人と共同体社会という二つの相対する緊張関係を示した上で、安易な個人情報のマスキングが、国家と
市民の関係性をゆがめていないか懸念が述べられました。同じ敗戦国の中で、国家と個人の尊厳における記憶の扱いの違いが対比され、的
確な序章であったと思われます。
山本氏は「名前を公開する活動-東京大空襲「せめて名前だけでも」プロジェクト」の研究者として得た知見を通して、市民活動における「名
前」の公開の中で、戦争の犠牲者という特性を、意思表示をできない死者、空襲で亡くなった人の記憶は個人の情報だけなのか、その集団
記憶の追悼や公共性などから「名前の意味」を考察し、法律、遺族の問題意識、社会的な共通了解の形成、文書の保存・活用とルールなど
の課題を挙げ、すべての戦争犠牲者と痛みを共有するために、今後、実例を積み上げて総合知でルールを作っていく必要があると述べられ
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名前を公開する活動─東京空襲「せめて名前だけでも」公開プロジェクトから

「記録される生と死―アーカイブズと『名前』をめぐるディスカッション」
（7月23日、オンライン）参加記―抵抗権としての「名前」

山本 唯人（法政大学大原社会問題研究所准教授・環境アーカイブズ担当）

阿部 伊作（東京基督教大学図書館司書）

名前公開アンケートを送った空襲遺族との電話かけによる対話風景



私が関係者の聞き取りを続けている三里塚闘争（成田空港反対運動）は、本格的
な研究が始まったばかりの現代史的には新しい事例です。この研究を進める中で、
社会運動資料の名前の公開について考えてきたことをお話します。ここでいう社会
運動資料は、一つは運動の当事者が作成した資料、もう一つは運動当事者への聞き
取りを文字に起こした資料です。
私は2000年代に三里塚闘争の現場となった成田市や芝山町を歩き、闘争が始まっ

た1966年に運動の主力となった農家の当時の壮年層に聞き取りを行いました。案
内してくれたのは、支援者などとして現地に定住した「団塊の世代」の人たちです。
今も聞き取りは継続中ですが、語り手の多くは「昭和ひとけた世代」で訃報も届く
ようになり、話を聞ける方は少なくなっています。闘争で亡くなった方も多く、「も
う忘れたいだよ」との声に言葉がつまることもありますが、農民たちが残した様々
な文章が、歩み続ける原動力です１。

資料の中の名前の公開について4点を指摘します。
第一に、法や制度は不変なものではなく、市民・住民による社会的な合意などにより実効性を持つということです。社会運動が法や制度
をつくり出す契機になることもあります。法や制度が当事者や研究者の考えと乖離する場合も、それが不変のものとは考えないことです。
第二に、社会運動資料にはビラやチラシなど不特定多数に向けたものと、そうでないものがあります。後者の公開で、当事者に文書で許
諾を得ることができれば問題はないかも知れませんが、これには膨大な労力が必要です。一方、この手続きを行政機関が担うとなると、中
立性の観点から、運動当事者が不審を抱く可能性もあります。公的支援は、学術研究や市民活動を束縛することにもなりかねません。
第三に、氏名を伏せることで当事者の尊厳が守られる場合と、逆に損なわれる場合があります。不用意な氏名公開が当事者にとって不利
益になることは認識しておく必要がありますが、他方で「氏名はとにかく伏せれば良い」という思考停止に陥らないよう常に開かれた議論
の場が必要です。氏名公開の是非について、いったんルール化されると議論の余地がなくなる状況は避けなければなりません。
社会運動の資料だからこそ固有名を重視するという発想が必要です。私の恩師、鹿野政直先生は『歴史を学ぶこと』（岩波書店、1998年）
で「人間はみんな名前をもっている。歴史家でもよく「私は無名の人をとりあげました」なんて書く人がいますが、失格だと思います。み
んなそれぞれ固有名詞をもっているのです。一般に歴史は、有名でない人びとを無名の人と一括して、それを押しつぶしてしまう」と書い
ています。匿名化が抑圧につながることもあると肝に銘じておきたいものです。
第四に、過去の出来事の研究では、対象とする時空間の人々の意識に寄り添うことが必要です。例えば、現在は極めてセンシティブなも
のである名簿や署名簿などは、電話も十分に普及していなかった時代に社会運動を始める際に仲間を集める手がかりになりました。
1960年代に千葉県に住んでいたある大学生は、都内のベ平連の事務所にあった署名簿を頼りに自分の近所の人々にはがきを出し、それ
が千葉ベ平連の結成につながりました。見知らぬ人からのはがきに驚くのは、2022年を生きる私たちの「常識」に過ぎません。歴史に学
ぶとは、歴史に学ぼうとする私自身が「いま―ここ」を相対化する営みだとこの逸話は教えています。
社会運動は、コンフリクトを通してしか解決し得ない問題に直面した人々による試行錯誤です。その記録について、もめ事回避のため機
械的に名前を伏せるのではなく、「なぜ？」の問いと議論、そして「いま―ここ」の相対化を続けていく必要があり、そのために、各地で
資料を守っている人たちが議論し、連携する取り組みとして立教大学共生社会研究センターが提起した「作成者、保存・提供者、利用者の
誰もが同意でき、誰の人権も侵さない資料の共同宣言」の作成に私も参加したいと思います２。
三里塚闘争の資料を運動開始から100年後の2066年まで残すことが私の目標です。私がこの世を去っても誰かが引き継いでくれると信
じて、聞き取り、資料保存、活用を続けていきます。

１　農民や支援者の文章を収録した書籍として、宇沢弘文『三里塚アンソロジー』岩波書店（1992年）、のら社同人編『壊死する風景：三里塚農民の生とことば　増補版』
のら社（1971年。2005年に創土社より復刻）。

２　「市民が作る・市民が使うアーカイブズ̶̶アクセスをめぐる課題」（2021年 10月 10日、立教大学共生社会研究センターオンライン・セミナー）
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社会運動資料における名前の意味をめぐって

相川 陽一（長野大学環境ツーリズム学部教授）

ました。戦時中の個人請求権にも関わる事柄としてその掘り下げ方、包括的に考える方向性に共感を覚えました。
相川氏は、人名が持つ固有の意味、民衆運動のなかで固有名詞としての名前の重要性から人間の尊厳、伏せることの問題性（倫理条項や
個人情報法、公開性など）について研究者ならではの眼差しと熱量で語られました。実際的な作業の承諾を取る労力を考えると、100年
後の長期的な眼でみた際、社会環境の変化を見据えた活動の必要があるのではないか等の示唆と名前に関する宣言作りへの更なる議論の必
要性提言がなされました。
最後に感想を記します。今回の会では、負の遺産に関する名前、また国と市民の関わりに於ける個人の名前の意味がクローズアップされ
たと思いました。私はハンセン病回復者の記録の継承と想起の意味や方法について学んでいます。国内のハンセン病政策は、誤った隔離政
策を続けた結果、大きな人権侵害を起こしてきました。国賠訴訟勝訴後も、人権の回復は大きな課題として残っています。2021年の新聞
記事によると「全国13の国立療養所の入所者のうち、社会に残る偏見と差別などを理由に、4割近い380人が本名を伏せた生活を余儀な
くされている」と記されました。多くの理由は、偏見差別から自らの家族を守るためです。また、墓碑からハンセン病者の名前が削り取ら
れたり、名前を刻まれた墓石がまるごと引き抜かれ、名前までもが隔離・除外されたりした、痛ましい歴史があります。しかし、現在、病
者の高齢化と少数化のなか、今後、それらの事柄が周縁化され、「とある人々」と無名化される時に当事者の思いとは違うラベルが貼られ、
その複雑性の意味が埋没する問題性を孕んでいると云われています。名前を記録する行為は、権利を奪われてきた個人にとって、人権の回
復、尊厳に関わる事だと思わされます。
このセミナーでは、改めて「名前」に関わる記録は、人の「生」に係るものとして再認識し、それらをアーカイブズの倫理と現場からさ
らに実際的で血の通った考察をすべきとそのパースペクティブを教えられました。名前は、とてもパーソナルであり、またパブリックへの
接点だと考えさせられました。個人情報が持つアンビバレントな課題はありますが、全体主義的動きに抗うものとして、名前が持つ抵抗権
だけは確かに担保していくべきと思わされました。

三里塚で有機農業を営む小泉英政さんへの聞き書きのようす（撮影：大野光明）
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★ご利用には事前予約が必要です。また、マスク着用・手指

消毒など、新型コロナウイルス感染防止対策にご協力くだ

さい。

利用資格 ───────────────────────

●とくにありません。立教大学共生社会研究センター所蔵資料

の利用を希望される方は、どなたでもご利用いただけます。

●開館時間：月～金曜日（祝日をのぞく）10:00～12:00、

13:00～16:00

●ただし、立教大学の一斉休業日のほか、資料整理などのた

め臨時に閉館する場合もあります。その場合はあらかじめ

センターホームページなどでお知らせいたします。

閲覧 ─────────────────────────

●初回に簡単な利用者登録をお願いいたします。

●資料は閉架式で、貸し出しはしておりません。

●一部の資料については、プライバシー保護や資料保存など

のため閲覧を制限する場合があります。詳しくはお問い合

わせください。

センター利用案内

3-34-1 Nishi - Ikebukuro, Toshima-ku, Tokyo, Japan 171-8501
Tel: +81-3-3985-4457  Fax: +81-3-3985-4458
E-mail :  kyousei@rikkyo.ac.jp
ht tp://www.rikkyo.ac.jp/research/inst i tu te/rcccs/

─  A Newsle� er of Research Center
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【2022年度 センター組織】

運営委員会 高木 恒一（立教大学社会学部教授）センター長

 市橋 秀夫（埼玉大学大学院人文社会科学研究科教授）副センター長

 和田 悠（立教大学文学部教授）副センター長

 石井 正子（立教大学異文化コミュニケーション学部教授）運営委員

 小野沢 あかね（立教大学文学部教授）運営委員

 沼尻 晃伸（立教大学文学部教授）運営委員

 町村 敬志（東京経済大学コミュニケーション学部教授）運営委員

リサーチ・アシスタント

 阿部 晃平（立教大学大学院文学研究科史学専攻博士後期課程3年）

 今井 麻美梨（立教大学大学院文学研究科史学専攻博士後期課程3年）

 安藤 直之（立教大学大学院文学研究科教育学専攻研修生）

スタッフ 平野 泉・川路 さつき

【センターへのアクセス】

昨年の秋、敬老の日の連休の頃、大型の台風14号が日本に
上陸しました。ご自宅が浸水したなどの被害に合われた方に、
心からお見舞いを申し上げます。センターも、所蔵資料は無
事だったのですが…台風
一過、9月20日に出勤
してまずは書庫の様子を
チェックしてみると、な
んと壁にスーッと少量の
水が流れているのを発
見！古い建物（丹下建三
設計・1960年開館）な
のでいろいろあるのです
が、これには驚きました。

編集後記

JR・私鉄・地下鉄各線「池袋」駅・

地下鉄「要町」駅から徒歩10～15分

（入口から入り、階段を
上がった中2階が
センターです）

メーザーライブラリー記念館新館

共生社会研究
センター入口

　センターでは毎年秋学期、全学共通科目1コマを開講してい
ます。様々な社会運動の現場にいる方をゲストスピーカーと
してお招きし、様々な社会的課題への取り組みについてお話
していただいています。2020年、2021年はコロナの影響を
受けてオンラインで開講したのですが、今年はいよいよ対面
授業を再開しました。久しぶりの大教室に集うのは、セカン
ドステージ大学の学生も含む181名。オリエンテーションを
終えていよいよ10月4日のクラスに現れたのは、山梨学院大
学特任准教授の佐藤壮広さんです。宗教人類学者でありブルー
スシンガーでもある佐藤さんは、「音」を使って学生の気持ち
をほぐします。そして最後には、学生が書き出してくれた心
の中の「もやもや」をブルースにして歌い上げ、教室には拍
手が巻き起こりました。そして10月後半からは、核兵器廃絶、
高等教育無償化などをテーマに運動を展開する学生と同世代
のアクティビストや立
教大学の大先輩など、
様々な場面で様々な活
動をしている様々な世
代のゲストスピーカー
に次々とご登壇いただ
いています。毎回、学
生・教員ともに大いに
刺激を受けています！

全学共通カリキュラム・コラボレーション科目

「社会を変える：人を繋ぎ、時間を繋ぐ
市民の営み」が今年もスタートしました

【お問い合わせ・ご予約は】

立教大学共生社会研究センター
〒171-8501 東京都豊島区西池袋3-34-1

電話：03-3985-4457　 FAX：03-3985-4458
E-mail：kyousei@rikkyo.ac.jp

2022年10月4日、5322教室の風景

わかりにくいですが、これらの線が、水が流
れた軌跡です。


